
２、鎌倉市都市政策 都市マスタープランの考察  
 
１、都市マスタープランの位置付け  
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２、都市 MP 土地利用の方針  
 

 
 
考察  
商業系土地利用は鎌倉市中心部、大船地域としている。  
深沢地域は新駅構想があり、新都市機能の導入と工業系土地利用とされて

いる。  
したがって深沢地域は新産業誘致の有力候補地である。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



３、都市 MP 自然環境の保全・回復の方針  

 
考察  
古都保存法の適用と拡大が位置づけられている。  
都市公園等の緑地では鎌倉 3 大緑地 (台峰、常盤山、広町 )が位置づけられ

ており、これらのネットワーク化が想定されそのなかに野村総研跡地も含

まれる。  
 

 



４、都市 MP 景観形成の方針  
 

考察  
工業系土地利用以外は高さ制限が設定されている。  
鎌倉市中心部の最高高さは１５ｍ、風致地区は８ｍから１５ｍ以下とされ

ている。１５ｍの高さ制限は観光客などで混雑する古都の景観を一定程度

静かなものとして保っているが、一方で市街地再開発への対応としては厳

しい制約条件となっている。  
 

 



５、都市 MP 交通システム整備の方針  
 

考察  
都市計画道路の未整備部分の早期

完成を目指す。  
西部通過道路の実現。  
交通マネジメントの強化、実現。

 



６、都市 MP 住宅・住環環境整備の方針  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考察  
古都の中心部に相応

しい住環境整備を検

討、実施すべき。  



７、都市 MP 都市防災の方針  
 

 
考察  
中心部は浸水想定範囲となっており、災害時の避難対策が必要である。  
 
 
 
 
 
 



８、都市 MP 産業環境整備の方針  
 
 
 
 

 
 
 

考察  
企業誘致、新産業誘致のためには深沢地域

新産業拠点構想の早期実現が必要とされ

る。  



９、都市 MP 観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方針  
 

 

考察  
鎌倉 3 大緑地のネットワーク化が求められる。  
海浜部リゾートの充実が求められる。  
これらにより観光基本方針に示されている観光客増加に対応した観光の

分散化を図ることが出来る。  



１０、都市 MP 地域別方針 鎌倉中央地域  
 

 
 
 

 考察  
現状は景観上混乱をきたして

いる。  
今後古都の中心部に相応しい

環境、景観作りを行う。  



１１、都市 MP 地域別方針 鎌倉南地域  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

考察  
新たな産業誘致や居住環境を含めた海浜リゾートの機能、景観、環境が求め

られる。  



１２、都市 MP 地域別方針 深沢市街地域  
 

 

考察  
新産業誘致のための構想実現を図る。



１３、都市 MP 地域別方針 深沢丘陵地域  
 
 

 

考察  
周辺緑地とのネットワーク化

を図りながら野村総研跡地活

用を推進する。  



１４、都市 MP 地域別方針 大船市街地域  

考察  
産業と住宅・商業が複合した拠点を形成する。  
 



１５、実現の方途  
 
 

 

考察  
実現のために市民の連携が

必要である。  


